
「水と健康生活 Vol.3」
三遠南信水機能活用研究会　公開講演会　

講演

「学校における食育の推進と衛生管理」

【問い合わせ】 三遠南信水機能活用研究会　事務局
㈱ハマネツ　総務部内　野中

10月29日（土）　13:00~ 16:00
静岡大学浜松キャンパス　SPort（エスポート）3階　大会議室
〒432-8561　浜松市中区城北3-5-1
（浜松駅からバス：のりば15と16の全系統，静岡大学下車すぐ）

後援：浜松商工会議所

申込不要どなたでも聴講可能

無料

女子栄養大学名誉教授　金田雅代　先生

三遠南信水機能活用研究会　宮下公一

衛生管理が進んだ現在でも、季節を問わず集団食中毒が頻発しています。その多くで、給食施
設、食品工場、飲食店などが発生源となり、食の安全性に不安を投げかけています。　お子さん
や家族が口にする学校給食や、加工食材、レストランなど、大量に食品を管理する施設の安全
確保は、どのように行われているのでしょうか？　現場で「食の安全管理」に携わって来られた
金田先生が、具体的事例を示して分かりやすくお話し下さいます。　

活動報告

「災害時等に最低限の浄水を確保する」

近年の天災被害状況から見て、被災時には、日常の生活基盤をささえる電気、ガス、上下水道、
交通、物流、通信などの社会インフラが機能停止することを想定しなければなりません。　浜松
では、とりわけ東南海地震に対する備えが必要とされます。　一方、これまでの災害でのインフ
ラの復旧状況と被災直後の状況から想像すると、飲料水や生活用水などの安全な水の確保が
再重要項目の１つです。　三遠南信水機能活用研究会では、これまでの水機能研究の知見を
生かして、この問題を解決する備えとして、「最低限の浄水を被災直後に最低限確保するシステ
ム」を実現することを目的に活動を開始していますので、この機会に報告します。

〒430-0926　浜松市中区砂山町325-6　日本生命浜松駅前ビル3F
TEL：053-450-8055

定員200名

※会場定員を上回る来場者があった場合には聴講をお断りする場合があります

主催：三遠南信水機能活用研究会


